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 概要 
  2022年2⽉より、これまでPRIZEフォームより操作していただいていた、メーカー商品の 
 発注を景品フォーム（  https://kings-man.info/stock/  ）のメーカー商品エリア  から⾏うことが 
 できるようになりました。これまでの発注履歴の確認、請求明細書の出⼒の機能なども⾏う 
 ことができます。 

  この説明書では、これまでのPRIZEフォームの画⾯と⽐較しながら、景品フォームのメー 
 カー商品エリアの機能を説明します。 

 移⾏⼿順 
  PRIZEフォームを開いた際に図1のメッセージが表⽰される場合があります。 
 「景品フォームへ」をクリックすると景品フォームの画⾯が開きます。ログイン画⾯(図2) 
 が表⽰された場合はログインしてください。どのアカウントでログインすると良いかは管理 
 者から連絡があります。以後は景品フォームからメーカー商品の発注を⾏います。 
 ※図1のメッセージが表⽰される場合はPRIZEフォームでの操作は以後できませんのでご注 
 意ください。 

 図1︓景品フォームへの移⾏の案内表⽰ 

https://kings-man.info/stock/%EF%BC%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A1%8C%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


 図2︓景品フォーム_ログイン画⾯ 

 メーカー商品エリア表⽰ 
  景品フォームにログインすると、ホーム画⾯(図3)が表⽰されます、ホーム画⾯を下にス 
 クロールすると⻘の背景の「メーカー商品エリア」(図4,5)があります。 
 メーカー商品エリアではPRIZEフォームのホーム画⾯と同様の項⽬が表⽰されます。PRIZE 
 フォームとの項⽬の⽐較を図6に記載します。同じ⾊の枠同⼠が同じ項⽬の表⽰となりま 
 す。※「簡易説明」「詳細仕様書」「予算設定」は景品フォームでは省略しています。 
 また、景品フォームではスマートフォンでの利⽤も考慮して表⽰を調整していますのでス 
 マートフォンの画⾯(図5など)も記載します。 

 図3︓景品フォーム_ホーム画⾯ 



 図4︓景品フォーム_メーカー商品エリア画⾯ 

 図5︓景品フォーム_メーカー商品エリア画⾯_スマホ表⽰ 



 図6︓商品メーカーエリアのPRIZEフォームとの項⽬の対応 



 メーカー商品発注 
  メーカー商品エリア(図4,5)中の「メーカー商品発注」ボタンもしくは「発注可能メー 
 カー商品」で表⽰されているメーカーをクリックすると、「メーカー商品発注画⾯」(図 
 7,8)に進みます。 

  「メーカー商品発注画⾯」ではPRIZEフォームの「PRIZE発注」と同様にメーカー商品の 
 発注を⾏うことができます。表⽰される商品の種類もPRIZEフォームと同様です。 
 スマホ画⾯では図8中のスクロールタイプの切り替えによって、スムーズなスクロールと1 
 商品ずつのスクロールでタイプを切り替えることができます。 

  ※PRIZEフォームにあった予算管理の機能は省略されています。 
  ※図9のように表⽰されている場合は「メーカー商品発注画⾯」には進めません。 

 図7︓メーカー商品発注画⾯ 



 図8︓メーカー商品発注画⾯_スマホ表⽰ 

 図9︓メーカー商品を発注できない状態 



  「メーカー商品発注画⾯」に進むと最初に表⽰切替のモーダル(図10)が表⽰されます。 
 表⽰切替では、発注する発送先の選択、表⽰する商品のメーカー、発売⽉の選択、カテゴ 
 リーの絞り込みを⾏えます。 
 ※表⽰する商品のメーカー、発売⽉の選択を切り替えると現在の発注数の⼊⼒は消えてしま 
 うためご注意ください。 
 表⽰切替のモーダルは図7中の「表⽰切替え」ボタンから再度表⽰することが可能です。 

 図10︓メーカー商品発注画⾯_表⽰切替えモーダル表⽰ 

  図７中の「集計項⽬表⽰」ボタンから、現在の発注数を⼊⼒したぶんの⾦額の集計(図11) 
 を表⽰することができます 

 図11︓メーカー商品発注画⾯_発注内容集計項⽬表⽰ 



  商品の表⽰枠をクリックすると、発注数⼊⼒のモーダル(図12)が表⽰されます。発注数は 
 ハーフ注⽂(0.5単位)ができる商品とできない商品があります。発注数⼊⼒後は、発注数が 
 商品の表⽰枠の右上に発注数が表⽰(図13)されます。 

 図12︓メーカー商品発注画⾯_発注数⼊⼒モーダル 

 図13︓メーカー商品発注画⾯_発注数⼊⼒後の表⽰ 



  発注数の⼊⼒が終わったら図7中の上部の「発注確認へ」ボタンから発注確認の画⾯(図 
 14)へ進みます。この画⾯でも発送先の切り替えを⾏うことができます。発注内容を変更し 
 たい場合はヘッダーの「<」アイコンか、「メーカー商品発注に戻る」ボタンから前の画⾯ 
 に戻ることができます。 

 図14︓メーカー商品発注画⾯_発注確認 

 発注内容に問題がなければ「発注確定」ボタンから発注を確定することができます。確定後 
 は、確定された発注履歴の発注IDが表⽰され、メーカー商品発注の最初の画⾯に戻ります。 
 (図15) 



 図15︓メーカー商品発注画⾯_発注確定後の表⽰ 

  また、発注確定された際にPRIZEフォームと同様に発注内容のメールが送信されます。送 
 信先のアドレスもPRIZEフォームで発注した場合と同様です。 
 メールの⽂⾯は図16のようになります。 

 図16︓発注確定時のメール⽂⾯ 



 メーカー商品発注画⾯とPRIZEフォームのPRIZE発注画⾯の項⽬の⽐較を図17,18に記載し 
 ます。同じ⾊の枠同⼠が同じ項⽬の表⽰となります。 

 図17︓メーカー商品発注画⾯とPRIZEフォームのPRIZE発注画⾯の⽐較 

 図18︓メーカー商品発注画⾯とPRIZEフォームのPRIZE発注画⾯の発注確認の⽐較 



 発注履歴 
  メーカー商品エリア(図4,5)中の「メーカー商品発注履歴」ボタンをクリックすると、発 
 注履歴画⾯の「メーカー」のタブに進みます。 

  「メーカー商品発注履歴画⾯」の「メーカー」のタブ内ではPRIZEフォームの「発注履 
 歴」と同様に発注履歴の確認、請求明細書の出⼒などを⾏うことができます。「景品フォー 
 ム」「合計」のタブの説明は後述します。 

 メーカーのタブ内では「メーカー商品単位履歴画⾯」「メーカー発注単位履歴画⾯」「メー 
 カー請求明細書画⾯」の3つの画⾯を表⽰できます。それぞれPRIZEフォームでの「発注履 
 歴(商品単位表⽰)画⾯」「発注履歴画⾯」「請求明細書画⾯」と同様の機能があります。 
 3つの画⾯へはタブ内上部の「商品単位票>」「発注単位表⽰>」「請求明細書表⽰>」ボタ 
 ンからそれぞれ移動できます。 
 3つの画⾯のそれぞれの機能と「景品フォーム」「合計」のタブの説明をしていきます。 

 メーカー商品単位履歴画⾯ 
 メーカー商品単位履歴画⾯(図19,20)は、メーカー商品エリアの「メーカー商品発注履歴」 
 ボタンをクリックして最初に表⽰される画⾯です。この画⾯ではこれまでのメーカー商品の 
 履歴を発売⽉単位で確認することができます。 
 発送先選択、メーカー選択、キーワード⼊⼒で履歴を絞り込んで表⽰することができます。 
 キーワード検索では、「発注ID」「商品名」「商品コード」「備考」の項⽬で検索すること 
 ができます。 
 発送先選択、メーカー選択は、メーカー発注単位履歴画⾯、メーカー請求明細書画⾯でも同 
 様に⾏えます。 
 タブ内上部の「履歴集計表⽰」から表⽰中の履歴の集計(図21)を確認することができます。 
 また、「CSV」出⼒ボタンから表⽰中の履歴の内容のCSVファイルを出⼒することができ 
 ます。 

 図19︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー商品単位履歴画⾯ 



 図20︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー商品単位履歴画⾯_スマホ画⾯ 

 図21︓メーカー商品単位履歴画⾯_表⽰履歴集計項⽬ 



 特定の発注履歴の⾏をクリックすると、その発注の詳細な内容がモーダルで表⽰(図22)され 
 ます。 
 また、まだ発注の締⽇が過ぎていない商品の発注履歴に関しては、このモーダルから発注の 
 有効/無効と発注数を変更することができます。（図23） 
 発注内容変更の機能は、PRIZEフォームの発注ID詳細画⾯から進む発注内容編集画⾯の機能 
 と同様のものです。 

 図22︓メーカー商品単位履歴画⾯_発注詳細モーダル 

 図23︓メーカー商品単位履歴画⾯_発注詳細モーダル_締⽇前の表⽰ 



 メーカー商品単位履歴画⾯とPRIZEフォームの発注履歴(商品単位表⽰)画⾯の項⽬の⽐較を 
 図24に記載します。同じ⾊の枠同⼠が同じ項⽬の表⽰となります。 

 図24︓メーカー商品単位履歴とPRIZEフォームの商品単位履歴、発注内容編集の⽐較 

 メーカー発注単位履歴画⾯ 
 メーカー商品単位履歴画⾯(図25,26)ではこれまでのメーカー商品の発注単位の履歴を発売 
 ⽉ごとに確認することができます。 
 PRIZEフォームにあった以下の機能は省略しています。 
 ・発注ごとの締⽇の表⽰、締⽇での絞り込み 
 ・発注ID詳細画⾯に移動する機能（発注ID詳細に相当する画⾯⾃体を省略しています。） 
 ・発注書のExcelとPDFを出⼒する機能 

 図25︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー発注単位履歴画⾯ 



 図26︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー発注単位履歴画⾯_スマホ画⾯ 

 メーカー発注単位履歴画⾯とPRIZEフォームの発注履歴(発注単位表⽰)画⾯の項⽬の⽐較を 
 図27に記載します。同じ⾊の枠同⼠が同じ項⽬の表⽰となります。 

 図27︓メーカー発注単位履歴とPRIZEフォームの発注単位履歴の⽐較 



 メーカー請求明細書画⾯ 
 メーカー請求明細書画⾯(図28,29)ではこれまでのメーカー商品の発注の請求書の確認、出 
 ⼒をすることができます。 

 図28︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー請求明細書画⾯ 



 図29︓発注履歴画⾯_メーカータブ_メーカー請求明細書画⾯_スマホ画⾯ 

 図28中のタブ内上部の「出⼒選択」から表⽰できる出⼒タイプの選択のモーダル(図30)を挟 
 んで請求明細書Excel(図31)を出⼒することができます。 
 PRIZEフォームにあった請求明細書PDF、納品書PDFの出⼒機能は省略しています。 

 図30︓メーカー請求明細書画⾯_出⼒選択モーダル 



 図31︓メーカー商品請求明細書Excel 

 メーカー請求明細書画⾯とPRIZEフォームの請求明細書画⾯の項⽬の⽐較を図32に記載し 
 ます。同じ⾊の枠同⼠が同じ項⽬の表⽰となります。 

 図32︓メーカー請求明細書画⾯とPRIZEフォームの請求明細書画⾯の⽐較 



 「景品フォーム」タブ 
 発注履歴画⾯の「景品フォーム」のタブ(図33,34)では、メーカー商品とは別の、景品 
 フォームの商品の発注履歴が表⽰されます。景品フォームのホーム画⾯の発注履歴アイコン 
 から進む既存の発注履歴画⾯(図35)と同様の機能があります。 
 ※「景品フォーム」のタブ内では「発注伝票Excel」「請求明細書PDF」「納品書PDF」の 
 出⼒機能を省略しています。 

 図33︓発注履歴画⾯_景品フォームタブ 



 図34︓発注履歴画⾯_景品フォームタブ_スマホ画⾯ 

 図35︓発注履歴アイコンと既存の発注履歴画⾯ 



 「合計」タブ 
 発注履歴画⾯の「合計」のタブ(図36,37)では、「景品フォーム」のタブの内容と「メー 
 カー」のタブを合わせた内容が表⽰されます。また、景品フォーム商品とメーカー商品の発 
 注を合算した集計の確認、また合算した合計請求明細書Excel(図38)の出⼒ができます。 
 請求明細書の内容について、景品フォーム商品と、メーカー商品をどの請求先名で紐づける 
 かの設定は景品フォームの管理者が⾏っています。 

 図36︓発注履歴画⾯_合計タブ 



 図37︓発注履歴画⾯_合計タブ_スマホ画⾯ 



 図38︓合計請求明細書Excel 


